
市
立
総
合
病
院
は
、
本
年
３
月
、
病
院
の
進
む
べ
き
道
し
る
べ
、
行
動
規

範
と
な
る
『
理
念
と
基
本
方
針
』
を
制
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん

が
よ
り
優
し
い
、よ
り
良
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
『
患
者
さ
ん
の
権
利
』

も
明
記
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
職
員
が
医
療
の
原
点
で
あ
る
〈
あ
く
ま
で
、
患
者
さ
ん
が
中

心
〉
を
再
確
認
し
、
地
域
の
中
核
病
院
と
い
う
自
覚
に
よ
り
「
患
者
さ
ん
が

安
心
と
満
足
の
得
ら
れ
る
医
療
」
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
『
理
念
と
基
本
方
針
』
は
、
正
面
玄
関
の
ほ
か
病
院
内
５４
個
所
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。

医
療
ミ
ス
・
事
故
を

起
こ
さ
な
い
体
制
づ
く
り

平
成
９
年
６
月
、
内
服
薬
の
注
入
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と

し
て
病
院
内
に
「
医
療
事
故
防
止
対
策

委
員
会
（
平
成
１３
年
１
月
、
医
療
安
全

推
進
委
員
会
に
名
称
変
更
）」
を
設
置
。

こ
の
委
員
会
で
事
故
の
調
査
・
分
析
・

対
応
を
検
討
し
、
全
看
護
職
員
が
順
守

す
べ
き
「
輸
血
、
輸
液
、
経
管
栄
養
の

看
護
手
順
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
、
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１２
年
１０
月
、
こ
の
委
員

会
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
を
設

置
し
、
各
部
門
に
医
療
ミ
ス
・
事
故
の

再
発
防
止
を
行
う
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

職
員
研
修
の
強
化
や
事
故
に
至
ら
な
い

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」事
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
、
全
職
員
対
象
の
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
通
信
」
の
発
行
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

本
年
２
月
、
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療

を
安
全
に
提
供
す
る
た
め
に
、
全
職
員

対
象
の
「
医
療
安
全
の
た
め
の
指
針
」

を
策
定
。
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
二
度

と
医
療
ミ
ス
・
事
故
を
起
こ
さ
な
い
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
の
あ
る
看
護

患
者
さ
ん
と
最
も
身
近
に
接
す
る
看

護
師
は
、
ま
さ
に
「
病
院
の
顔
」
と
も

言
え
る
存
在
で
す
。
患
者
さ
ん
の
ケ
ア

な
ど
に
追
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者

さ
ん
に
笑
顔
で
接
す
る
時
間
が
満
足
に

取
れ
な
い
実
情
で
す
が
、
看
護
部
で
は

基
本
方
針
に
「
安
全
で
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
を
尊
重
し
、
優
し
さ
と
思
い
や

り
の
あ
る
看
護
」
を
掲
げ
、
接
遇
研
修

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

限られた業務時間の中で患者さ
んに接する際、私は笑顔で元気に
接することを心がけています。患
者さんはそれぞれ疾患に対する悩
みや不安などを抱えて入院されて
います。このため、患者さんの訴
えを同じ視点で傾聴し、患者さん
との距離感を少しでも縮められる
ようにしたいと思います。
「この病院に入院して良かった」
と思っていただけるよう、より良
い看護を目指して頑張ります。

�広報大館２００２．６．１

患患者者ささんんがが安安心心とと満満足足のの
得得らられれるる医医療療をを目目指指ししてて

今今、、心心ががけけてていいるるこことと
看看護護師師 虻虻川川奈奈美美子子


